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高
札
と
は
、
幕
府
な
ど
の
統
治
者
が

定
め
た
規
則
や
禁
止
事
項
を
住
民
に
周

知
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
往
来
が
多
い
場

所
や
村
の
中
心
部
な
ど
に
掲
げ
た
板
書

き
の
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代
に
盛
ん
に

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て

は
、
毒
薬
作
り
な
ど
を
禁
じ
る
毒
薬
札

や
、
火
付
者
を
発
見
し
た
ら
申
し
出
る

こ
と
な
ど
を
書
い
た
火
付
札
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

高
札
場
と
は
、
こ
の
高
札
を
掲
示
し

た
場
所
の
こ
と
で
す
。
高
札
は
墨
で
文

章
が
書
か
れ
て
い
た
た
め
、
雨
ざ
ら
し

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
屋
根
の
あ
る
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

門
平
高
札
場
の
年
代

　

門
平
高
札
場
は
、
江
戸
時
代
の
上
日

野
沢
村
の
高
札
場
と
し
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ

た
武
蔵
国
の
地
誌
『
新し

ん
ぺ
ん
む
さ
し
ふ
ど
き

編
武
蔵
風
土
記

稿こ
う

』
の
上
日
野
沢
村
の
条
に
は
、「
高

札
場　

村
ノ
北
ニ
ア
リ
」
と
、
こ
の
高

札
場
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

に
よ
る
と
、
皆
野
村
や
三
沢
村
、
大
渕

村
な
ど
に
も
高
札
場
の
記
述
が
あ
り
、

江
戸
時
代
に
は
各
所
に
高
札
場
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

門
平
高
札
場
の
構
造

　

石
積
の
壇
上
に
建
っ
て
お
り
、
周
囲

に
木
柵
が
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
央

に
約
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
大
き

な
石
を
置
き
、
壇
上
の
工
作
物
を
安
定

さ
せ
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
石
の
上

に
は
石せ

き
し祠
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
は
も
と

も
と
杉
皮
葺
で
し
た
が
、
昭
和
四
十
八

年
の
修
復
の
際
に
亜
鉛
葺
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
時
掲
げ
ら
れ
て
い
た
高
札
は
、
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
現
在
は
複

製
し
た
も
の
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

門
平
高
札
場
は
、
一
部
に
補
修
は
あ

る
も
の
の
、
建
物
の
当
初
の
原
形
が
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
お
り
大
変
貴

重
な
た
め
、
昭
和
四
十
六
年
に
県
指
定

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

門か
ど
だ
い
ら
こ
う
さ
つ
ば

平
高
札
場

～
法
令
な
ど
を

　 

掲
示
し
た
場
所
～
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問合せ　秩父年金事務所　　　　　　☎27-6560
　　　　町民生活課　保険年金担当　☎62-1232

国民年金保険料の免除制度
の所得が一定額以下の場合は、申請により保険料の納
付が猶予されます。
○申請
　申請先は町民生活課保険年金担当です。
　過去２年１か月前の分までさかのぼって申請ができ
ます。申請書は１年度分ごとに１枚提出することにな
ります。

　経済的な理由や災害などにより保険料を納めるこ
とが困難なときは、申請し承認されると保険料が免
除されます。
○免除の内容
　保険料の納付が免除（全額・４分の３・半額・４分
の１）されます。本人・配偶者・世帯主の前年所得
による審査があります。
　免除の対象期間は、７月から翌年の６月までの１
年間です。
○納付猶予
　50歳未満のかた（学生を除く）で、本人および配偶者
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